
1 研究課題の提起
筆者は当初、「日本の百貨店の SC 化の可能性」

をテーマに論文を執筆しようと意図して入学した。
しかし、特に SC 化が成功した事例と考えていた渋
谷 Parco 等を考察する中で、その成功の立役者と
も言える「裏原宿」ブランドの存在に注目するよう
になり、戦後の若者文化を彩った数々のユースサブ
カルチャーに筆者の関心は遷移していく。「もはや
戦後ではない」と言われた1950年代半ばの太陽族か
ら始まり、2000年代の裏原系に至るまで数多の「○
○族」「○○系」と称せられるものが勃興した。「サ
ブカルチャー」という言葉はしばしば耳にする言葉
であるが、その定義や用例は必ずしも統一的ではな
く、今回採り上げる若者文化にまつわる研究は少な
い。また、先行研究の多くは、個別の若者文化にフ
ォーカスするだけであり、あるいは各若者文化の繋
がりなどを示すにとどまるものが多く、これらの若
者文化に通底する部分と異なる部分、そして、そこ
に影響を与える歴史的背景などを包摂して捉える研
究はあまり見られない。ここに筆者が本稿を執筆す
る意義があると考える。

2 先行研究の検討
2－1 サブカルチャー研究の起源と変転

「サブカルチャー」という言棄は、20世紀初頭の
アメリカで社会学者によって用いられ始めたと言わ
れる。当時急速な拡大を続ける大都市は様々な社会
問題の坩堝と化しており、世界各国から押し寄せる
移民たち、ストリートに屯する非行少年、娼婦、人
足などがそれぞれの人種、宗教、階級、職業などで
固有のコミュニティを組織していた。このような米
国の状況に関心を持った社会学者たちの一群がシカ

ゴ学派と呼ばれ、「サブカルチャー」と言う言葉を
生んでいく（Wirth, L.〔1938〕、Fischer, C. S.〔1975〕、
Irwin, J.〔1977〕）。

さらに、第2次世界大戦後のイギリスでも、バー
ミンガム大学現代文化研究所（The Centre for Con-
temporary Cultural Studies）を中心に特に若い労
働者階級のコミュニティが切り出されて50年代のテ
ッズ（Teds）、60年代のモッズ（Mods）、70年代の
パンクス（Punks）などが議論されてきた（Hall, S.
& Jefferson, T.〔1976〕、Hall, S. et.al.〔1978〕）。し
かし、米英の先行研究における関心領域は主として
ストリートやコミュニティといった物理的空間、人
種や宗教などであり、メディアの普及の問題をどの
ように組み込むか、特定の集団が非通念的であると
判断する主体は何なのか（「○○はサブカルチャー
である」と判断・規定されるにはどこがどのような
過程を踏んで行うのか）、世代間の闘争の問題など、
議論が必要とされていながらも十分に意識できてい
ない部分が積み残されている（難波〔2007〕）。

また、日本においては欧米と比較して人種、民族、
宗教の問題が少ないことも手伝って、地域性や職業、
被差別、ジェンダーなどがテーマとして掲げられて
きた。特に青少年の非行問題は教育社会学などの側
面から多くの研究実績がある。その一方で、サブカ
ルチャーという用語の定義が十分になされぬまま独
り歩きし、社会全体に流布していった。「オーセン
ティックな高級文化や広く一般大衆を対象とするマ
ス・カルチャーとは一線を画した若者（ないし子ど
も）向けの作品・コンテンツ」と解されたり、「ク
ラシック音楽や古典芸能、純文学などの正統文化以
外のもの」といった下位文化のような理解をされた
り、「オタク系コンテンツ≒サブカルチャー」かと
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言われたり、はたまた「オタク vs サブカル」と考
えられたりと、受け取り手によって様々な形で定義
されている。特に共通して言えるのは何らかのコン
テンツや作品と結びつけて語られることが多いとい
うことである。この点では前述のような欧米におけ
る先行研究との関連性はほぼ皆無と言ってよいだろ
う。
2－2 サブカルチャーの定義

このようなサブカルチャーの研究の起源とその後
の変転を概観するにつれ、定義が錯綜している感は
拭えない。そこで本稿ではまずサブカルチャーの定
義について再考する。

Jenks, C.〔2005〕によると「カルチャー（文化）」
の定義は「社会的なカテゴリーであって、人々の生
活様式の全体（the whole way of life）を含意する」
とある。この定義に立つならば、文化は何らかの作
品を生み出す表現や創作といった営為や、それを批
評・鑑賞する行いに限定せず、すべての実践を文化
と見做し得る。また、諸文化の間に優劣や正邪の区
別もない。このカルチャーの定義をサブカルチャー
に敷衍して考察してみたい。

先行研究によれば、サブカルチャーの定義は下記
の4種に大別できる。
1．上位文化に対するサブカルチャー
2．全体文化に対するサブカルチャー
3．主流文化に対するサブカルチャー
4．通念的文化に対するサブカルチャー

1の定義は、サブカルチャーの「サブ」は“下”
という意味の接頭辞である（橋本〔1987〕）という
考えに由来し、正統ないし高級な文化とは並列に語
り得ないとするものである。この定義に従うならば、
「誰が何の権限によってその文化を上位／下位、正
統／異端、高級／低級と判断するのか」という問題
に必ず直面する。また、ごく一部のエリート層の間
で広まった文化についてはサブカルチャーとは呼ば
ないことになる。

2の定義は、国民文化の一部分を成すのがサブカ
ルチャーであるという考え方である（Gordon, M.
〔1964〕、Berger, P. L. et. al.〔1972〕）。この定義で
は1のような優劣の問題は解消される。しかし、全
体文化とサブカルチャーの間に何らかの共通項が規
定されなければならない。

3の定義はサブカルチャーがメインカルチャーとの
対比で生まれるという考え方（小川〔1999〕）であ
る。この定義では時代の変化によってメインストリ
ームやセンターに位置する文化が変化することも許
容され、研究の視野に広がりが出る。しかし、常に
メインカルチャーに対するアンチテーゼや抵抗とし
て誕生することが規定されており、実際には「アン
チとしての自覚」が当初からあることになる（難波
〔2007〕）。

4の定義に立つならば、3の定義で問題になった
ように、まず判然とした通念的文化があり、それへ
の対抗としてサブカルチャーが登場するというわけ
ではない。サブカルチャーが社会で命名され、意識
され、時には社会問題視され、像が明らかになると
同時に、そのサブカルチャーを「サブ」たらしめて
いる通念的文化も明示的になる。サブカルチャーの
輪郭は通念的文化のリアクションによってのみ明ら
かになる（難波〔2007〕）。筆者も4の定義に立って
論を進めたい。

3 今後の研究について
戦後の日本社会において、イギリスのユースサブ

カルチャーズに対応するような存在は、「○○族」
と呼ばれた若者諸集団であろう。馬渕〔1989〕、千
村〔1996〕、成実〔2000〕、日高〔2006〕など様々な
研究がなされているが、サブカルチャーがどのよう
な社会的背景のもとで誕生し、つながりがあるのか、
さらに踏み込んだ研究をする必要があると筆者は考
える。

本稿ではまず、太陽族、みゆき族、フーテン族、
アンノン族、暴走族、クリスタル族、渋カジ、渋谷
系、コギャル、裏原系など、戦後の主だった族や系
の生成と態様、消息、周囲との関係性などを概観す
る。さらに、各族や系に共通する事項や変化してい
る部分などを抽出し、それが日本の戦後のどのよう
な諸現象と深く結びついているのか、教育、企業、
労働観、家族、地域社会など様々な角度から各種文
献をもとに考察し解き明かしていきたい。
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